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気候の自然変動モードと南極海氷の経年変動およびトレンドの関係
The relationship between natural climate modes of variability and Antarctic sea ice
interannual variability/trends
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気候変動モードと南極海氷の経年変動およびトレンドの関係を調査した。南極海氷の経年変動にはエル
ニーニョ南方振動現象(ENSO)と南半球環状モード(SAM)が大きく寄与することが知られているが，本研究ではそ
れらと無相関であるドレーク海峡付近のロスビー波のような構造も同等に重要であることを示した。ま
た，ENSOによる海氷の変動を回帰除去すると，ロス海とインド洋において観測された海氷の増加トレンドが統
計的に有意でなくなり，SAMを回帰除去するとインド洋の海氷増加トレンドが有意でなくなった。それゆえ，ロ
ス海とインド洋における海氷の増加トレンドは，既知の経年気候モードの変動とトレンドによって説明される
可能性がある。
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